
『小学音楽　おんがくのおくりもの　１』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

どんな うたが あるかな 　ちょうちょう　ほか ○ ○

おんがくに あわせて からだを うごかそう ◎サンダーバード　ほか ○ ○

おんがくに あわせて あるこう ◎ゴー アンド ストップ ○ ○

うたに あわせて かもつれっしゃに なって あそぼう 　かもつれっしゃ ○ ○

5 うたに あわせて おはなに なって あそぼう ◆ひらいた ひらいた ○ ○ ○

わらべうたで あそぼう ◎わらべうた ○

うたに あわせて みぶりで あそぼう ◆かたつむり ○ ○

たんと  うんの リズムで あそぼう 　ぶん ぶん ぶん ○

6 　しろくまの ジェンカ ○

◎ジェンカ ○

たんと たたの リズムで あそぼう ☆たんと たたの リズムで あそぼう ○ ○ ○

7

はくに あわせて リズムを うとう 　おさるの だいくさん ○ ○ ○

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わり、曲想と歌詞の表す情景や気持
ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、自分の
歌声及び発音に気を付けて歌う技能を身に付ける。
(2) 拍や旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を
工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 情景や気持ちを歌で表すことに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆うみ ○ ○ ○ （旋律／拍） 伝統と文化の尊重
道徳科との関連も考えられる

ジェンカの リズムで あそぼう

4

8 １ うたって うごいて みんなで 
おんがく

２ はくと リズム (1) 曲想と、 リズムや拍など音楽の構造との関わりや、身の回りの様々な音の特
徴について、それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付くとともに、思いに
合った表現をするために必要な、互いの声や音、伴奏を聴き、拍に合わせてリ
ズム表現する技能や、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件
に基づいて、即興的に音を選んだりつなげたりして表現する技能を身に付け
る。
(2) リズムや拍などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ
取って表現を工夫し、どのように歌うかについての思いをもったり、音遊びを通
して音楽づくりの発想を得たりする。
(3) 拍に合わせていろいろなリズムで表現したり歌ったりする学習に興味をもち、
音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リズムや拍
などに親しむ。

(1) 曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わり、曲想と歌詞の表す情景や気持
ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、範唱を
聴いて歌う技能を身に付ける。
(2) 拍、速度、旋律、リズム、強弱、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出
すよさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに
ついて考え、曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように歌うかについて思いを
もったり、曲の楽しさを見いだして聴いたりする。
(3) 歌ったり、音楽に合わせて体を動かしたりする活動に興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、小学校生活の始まり
を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

7

A 表現 B 鑑賞教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり 歌唱 器楽 音楽づくり

（旋律／拍／
速度／変化
／強弱／呼
びかけとこた
え／リズム）

幼・保との関連
スタートカリキュラム
生活科との関連
公共の精神／伝統と文化の
尊重／創造性を培う

リズム／拍／
反復／呼び
かけとこたえ
／音色

リズム／拍／
反復／呼び
かけとこたえ
／音色

創造性を培う

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材の目標等 学習のめあて

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連

〔共通事項〕（1）に関
する事項鑑賞（1）

題材名等年間計
68
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『小学音楽　おんがくのおくりもの　１』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

A 表現 B 鑑賞教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり 歌唱 器楽 音楽づくり

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材の目標等 学習のめあて

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連

〔共通事項〕（1）に関
する事項鑑賞（1）

題材名等年間計
68

どれみに あわせて からだを うごかそう ◎どれみの うた ○ ○

9 うたに あわせて からだを うごかそう 　どれみの キャンディー ○ ○ ○

どんな おとが するのかな ☆ためしてみよう　ほか ○

　どこ どこ ど ○ ○ ○ ○

　まほうの ど ○ ○ ○

どれみの おとで あそぼう 　どんぐり ころりん ○ ○ ○

どれみふぁその おとで あそぼう 　どんぐり ぐり ぐり ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ４ うたの もりあがり (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わり、曲想と歌詞の表す情景や気持ちと
の関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、階名で模唱
したり暗唱したりする技能や、互いの歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技
能を身に付ける。
(2) 旋律や音階などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を
工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 歌詞の表す情景を想像することや、旋律の特徴を捉えることに興味をもち、
音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうた
に親しむ。

もりあがりを かんじて うたおう ◆ひのまる ○ ○ ○ 旋律／音階 旋律／音階 創造性を培う
道徳科との関連も考えられる

いろいろな おとを みつけよう ☆いろいろな おとを みつけよう ○ ○ ○

11 ☆がっきを うって みよう　ほか ○ ○ ○

12

◎ぜんそうきょく ○ ○

３ どれみと なかよし (1) 曲想と音階など音楽の構造との関わりに気付くとともに、音高を体などで表
現する活動などを通して、階名で模唱したり暗唱したりする技能を身に付ける。
(2) 音階、旋律、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取っ
て表現を工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 階名で表現したり、体などを動かしながら歌ったりする学習に興味をもち、音
楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、階名に親し
む。

7 ５ ねいろと つよさ (1) 打楽器の音やそれらのつなげ方の特徴について、それらが生み出す面白さ
などと関わらせて気付いたり、曲想と音色や強弱などの音楽の構造との関わり
について気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条
件に基づいて、即興的に音を選んだりつなげたり、音楽の仕組みを用いて簡単
な音楽をつくったりする技能を身に付ける。
(2) 音色や強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音遊びを通
して音楽づくりの発想を得たり、どのように音を音楽にしていくかについて思い
をもったり、曲や演奏の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴いたりする。
(3) 様々に試しながら打楽器の音の特徴を見付ける学習などに興味をもち、音
楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、様々な楽器の
音に親しむ。

4

10

4
＋毎時

〔こんにちは けんばんハーモニ
カ〕

(1) 鍵盤ハーモニカの音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、鍵盤ハー
モニカの扱い方や鍵盤の位置、息のつかい方など基礎的な演奏技能や、思い
に合った表現をするために必要な、リズム譜などを見て演奏する技能を身に付
ける。
(2) 旋律、速度、リズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲に合った表
現を工夫し、どのように演奏するかについて思いをもつ。
(3) 鍵盤ハーモニカで様々な表現をすることに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、鍵盤楽器に親しむ。

（音色／フ
レーズ／呼び
かけとこたえ）

どの おとで あそぼう

音色／強弱 音色／強弱 創造性を培う

つよさに きを つけて がっきを うったり きょくを きいたりしよう

音階／旋律
／変化

音階／旋律
／変化

創造性を培う

（音色／フ
レーズ／呼び
かけとこたえ）

創造性を培う

2



『小学音楽　おんがくのおくりもの　１』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

A 表現 B 鑑賞教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり 歌唱 器楽 音楽づくり

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材の目標等 学習のめあて

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連

〔共通事項〕（1）に関
する事項鑑賞（1）

題材名等年間計
68

うたの まねっこで あそぼう 　もりの くまさん ○ ○ ○

1

ことばの まねっこで あそぼう 　フルーツ ケーキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆ねこの なきごえで あそぼう ○ ○ ○

　ねこの おはなし 〇 〇 〇

◎２ひきの ねこの ゆかいな うた ○ ○

2

3 ７ おんがくの ながれ (1) 曲想と、旋律の反復と変化、合いの手など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 旋律、反復、変化、呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、曲の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 曲想を感じ取ったり、音楽が表している情景を想像して聴いたりする学習に
興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組
み、標題音楽やオーケストラの響きに親しむ。

おんがくに あわせて こねこに なって おどろう ◎おどる こねこ ○ ○ 旋律／呼び
かけとこたえ
／変化／反
復

旋律／呼び
かけとこたえ
／変化／反
復

創造性を培う

毎時 〔めざせ がっきめいじん〕 (1) 曲想と歌詞の内容との関わりや、ふさわしいアーティキュレーションに気付く
とともに、思いに合った表現をするために必要な、範奏を聴いたり、リズム譜など
を見たりして演奏する技能を身に付ける。
(2) 旋律を聴き取り、その働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、歌詞や曲想に合った表現
を工夫し、どのように演奏するかについて思いをもつ。
(3) 楽器を演奏したり音を聴き合ったりすることを楽しみながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組み、鍵盤楽器に親しむ。

おとの ながさを くふうして ふこう 　すずめが ちゅん ○ ○ ○ （音階／リズ
ム）

（音階／リズ
ム）

3

2 ８ みんなの おんがく (1) 曲想とリズムなど音楽の構造との関わりやリズムのつなげ方や重ね方の特徴
に気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、互いの歌声や伴奏
を聴いて声を合わせて歌う技能や、音楽の仕組みを用いて簡単な音楽をつくる
技能を身に付ける。
(2) 拍を感じながらリズムや旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え、歌詞や曲想に合った表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いを
もつ。
(3) 音楽が表している情景を想像しながら表現する学習に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

みんなで うたや リズムを たのしもう 　おもちゃの チャチャチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ リズム／音の
重なり／拍

リズム／音の
重なり／拍

公共の精神／創造性を培う

☆ほしの おんがくを つくろう ○ ○ ○

　きらきらぼし ○ ○ ○ ○ ○ ○

ほしの おんがくを つくろう

〈おとの スケッチ〉 (1)曲想と、音色や強弱、呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりについて
気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に基づ
いて、即興的に声を選んだりつなげたりして表現する技能を身に付ける。
(2)音色や強弱、呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、声による音遊びを通して音楽づくりの発想を得る
(3)いろいろな声で表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、生活の中の様々な音や音楽に親しむ。

2 〈おとの スケッチ〉 (1) 旋律の特徴について、それが生み出す面白さなどと関わらせて気付くととも
に、発想を生かした表現をするために必要な、設定された条件に基づいて、即
興的に音を選んだり、できた旋律を友達とつなげたり重ねたりして簡単な音楽を
つくる技能を身に付ける。
(2) 旋律を聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて考え、どのように音を音楽にしていくかにつ
いて思いをもつ。
(3) 短い旋律をつくったり、それをつなげたり重ねたりすることに興味をもち、音
楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、旋律や音の重
なりに親しむ。

4 ６ うたで まねっこ (1) 曲想と、呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりに気付くとともに、思い
に合った表現をするために必要な、互いの歌声や伴奏を聴いて声を合わせて
歌ったり、拍に合わせてリズム表現したりする技能を身に付ける。
(2) フレーズや呼びかけとこたえなどを聴き取り、その働きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 聴き合って歌う学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、交互唱に親しむ。

呼びかけとこ
たえ／フレー
ズ／リズム／
拍

音色／強弱
／呼びかけと
こたえ

旋律／リズム

音色／強弱
／呼びかけと
こたえ

呼びかけとこ
たえ／フレー
ズ／リズム／
拍

創造性を培う

旋律／リズム 創造性を培う

公共の精神／創造性を培う

3 ねこの なきごえで あそぼう

3



『小学音楽　おんがくのおくりもの　１』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

A 表現 B 鑑賞教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり 歌唱 器楽 音楽づくり

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材の目標等 学習のめあて

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連

〔共通事項〕（1）に関
する事項鑑賞（1）

題材名等年間計
68

　わくわく キッチン 〇 〇

　おとの マーチ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　おおきな かぶ ○ ○ ○

　こぶたぬきつねこ ○ ○ ○

　アイアイ ○ ○ ○

　おんがくの おくりもの ○ ○ ○

　さんぽ ○ ○ ○

　Twinkle, Twinkle, Little Star ○ ○ ○

　「We Wish You a Merry Christmas」から ○ ○ ○

　Are You Sleeping? ○ ○ ○

2 　校歌・きみがよ ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 きせつの うた 　たなばたさま／たきび／
　おしょうがつ／うれしい ひなまつり

○ ○ ○ 伝統と文化の尊重
生活科との関連
道徳科との関連も考えられる

随
時

〔おんがくランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連）

（ぜんこうがっしょう）

（ショート タイム ラーニング）

英語科・国語科との関連
創造性を培う／公共の精神

4



『小学音楽　音楽のおくりもの　２』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア ウ ア イ ア イ

4

随時 〔巻頭教材〕 (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景
や気持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、
互いの歌声や伴奏を聴きながら、声を合わせて歌ったり、拍に合わせてリズム
打ちしたりする技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズムを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を
工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 歌に合わせてリズムを打つことに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽を愛好する心情を育む。

歌に 合わせて リズムで あそぼう 　朝の リズム ○ ○ ○ （リズム／拍） 創造性を培う

毎時 〔スキルアップ〕 (1) 手拍子による様々な音の特徴に、それらが生み出す面白さなどと関わらせ
て気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に基
づいて、即興的に音を選んだりつなげたりする技能を身に付ける。
(2) 強弱、タイミング、打つ回数、音色などを聴き取り、それらの働きが生み出す
よさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、音遊びを通して音楽づくりの発想を得る。
(3) 手拍子で様々な表現をする学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、身の回りの様々な音や音楽に親しむ。

手びょうしリレーで あそぼう ☆手びょうしリレーで あそぼう ○ ○ ○ （強弱／音
色）

創造性を培う／公共の精神

強さや はやさを かんじて  体を うごかそう ◎「天国と 地ごく」から　ほか ○ ○

お花の ようすを 声や みぶりで あらわそう 　小さな はたけ ○ ○ ○

5 　山びこ ごっこ ○ ○ ○

◎キャンディ マン 〇 〇

かくれんぼの 歌で あそぼう ◆かくれんぼ ○ ○ ○

　こいぬの ビンゴ ○ ○ ○ ○ ○

6 ☆どうぶつラップで あそぼう ○ ○ ○

はくに のって 歌おう 　ぴょんぴょこ ロックンロール ○ ○ ○

はくに のって、ことばの リズムで あそぼう ☆はくに のって、ことばの リズムで あそぼう ○ ○ ○

楽きで ドレミと なかよく なろう 　（五つの音を続けて演奏しよう） ○

7 ドレミで 歌ったり えんそうしたり しよう 　かえるの がっしょう ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 〈音の スケッチ〉 (1) 音の重なりや、フレーズのつなげ方の特徴に、それらが生み出す面白さなど
と関わらせて気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、音楽の仕
組みを用いて簡単な音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 音の重なりやリズムを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ
取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、どのように
音を音楽にしていくかについて思いをもつ。
(3) 音の重なりを選んで表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、和音の響きや鍵盤楽器に親しむ。

音の かさなりや リズムを えらんで 合わせよう ☆音の かさなりや リズムを えらんで 合わせよう ○ ○ ○ 音階／リズム
／音の重なり

音階／リズム
／音の重なり

創造性を培う／公共の精神

　かっこう ○ ○ ○

　ドレミの トンネル ○ ○ ○

きょくの かんじが かわる ところを 見つけて 歌おう にじの クレヨン ○ ○ ○

◆虫の こえ ○ ○ ○

◎ながうた「むしの 声」 ○

創造性を培う
生活科との関連も考えられる

ようすを 歌で あらわそう

4 ３ きょくに 合った 歌い方 (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や
気持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、自
分の歌声及び発音に気を付けて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ
取って表現を工夫し、どのように歌うかについて思いをもったり、曲や演奏の楽
しさを見いだして聴いたりする。
(3) 曲想を感じ取って表現を工夫したり、旋律や音色などをていねいに聴いたり
する活動など興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活
動に取り組み、様々な音楽に親しむ。

音色／旋律
／変化

音色／旋律
／変化

創造性を培う

9

毎時 〔めざせ 楽き名人〕 (1) 楽器の音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、「指くぐり」「指またぎ」
の奏法や、思いに合った表現をするために必要な、範奏や伴奏を聴いたり、リ
ズム譜などを見たりして演奏する技能を身に付ける。
(2) 旋律、拍、速度などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を
感じ取って表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いをもつ。
(3) ドレミで歌ったり演奏したりすることに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、鍵盤楽器に親しむ。

ドレミで 歌ってから えんそうしよう (拍／音階／
速度)

創造性を培う

7 ２ はくや ドレミと なかよし (1) 曲想とリズムなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景との関わ
りに気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に
基づいて、即興的に音を選んだりつなげたりして表現する技能や、階名で模唱
したり、リズム譜などを見て演奏したりする技能を身に付ける。
(2) リズムなどを聴き取り、その働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、言葉とリズムとの関わり
や曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように歌うかや演奏するかについて思
いをもったり、音遊びを通して音楽づくりの発想を得たりする。
(3) 歌に合わせてリズムを打つことや鍵盤楽器の演奏に興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、拍やリズム、階名や鍵
盤楽器に親しむ。

はくに のって リズムで あそぼう 拍／リズム／
速度／音階
／フレーズ／
音の重なり／
縦と横との関
係

拍／リズム／
速度／音階
／フレーズ／
音の重なり／
縦と横との関
係
全音符／２分
音符／４分音
符／８分音符
／４分休符／
８分休符

7 １ 強さと はやさ (1) 曲想と、強弱や速度、呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりや、曲想
と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をす
るために必要な、互いの歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付
ける。
(2) 強弱や速度、呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、歌詞や曲想に合った表現を工夫し、どのように歌うかについて思いを
もったり、曲の楽しさを見いだして聴いたりする。
(3)強弱や速度の変化、反復、 呼びかけとこたえを捉えて歌ったり聴いたりする
学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取
り組み、遊び歌に親しむ。

強弱／速度
／変化／反
復／音色／
呼びかけとこ
たえ

強弱／速度
／変化／反
復／音色／
呼びかけとこ
たえ

創造性を培う／公共の精神

山びこ ごっこで あそぼう

B 鑑賞 〔共通事項〕（1）に関
する事項歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞（1）

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材名等 題材の目標等 学習のめあて 教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連年間計

70

A 表現

5



10

2 〈音の スケッチ〉 (1) 身の回りの様々な音の特徴に、それらの生み出す面白さなどと関わらせて
気付く。
(2) 音の高さや長さ、音色、強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、それぞれの特徴を捉えて聴く。
(3) 身の回りの音を探したり聴いたりすることに興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、生活の中の様々な音に親しむ。

どんな 音が きこえるかな ☆どんな 音が きこえるかな ○ ○ 音色／強弱 音色／強弱 生活科との関連

どんな 音や リズムが きこえて くるかな ◎ゆかいな 時計 ○ ○

11

楽きを えらんで 歌と 合わせよう 　森の たんけんたい ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気持ち
との関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、自分の歌
声及び発音に気を付けて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律やフレーズを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を
工夫し、どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆夕やけ こやけ ○ ○ ○ （旋律／音
色）

伝統と文化の尊重
生活科や道徳、図画工作科と
の関連も考えられる

毎時 〔めざせ 楽き名人〕 (1) 曲想とフレーズなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気
持ちとの関わりに気付くとともに、手の移動などの奏法や、思いに合った表現を
するために必要な、階名で模唱したり範奏を聴いて演奏したりする技能を身に
付ける。
(2) 旋律やフレーズ、反復を聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って
表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いをもつ。
(3) 曲想を生かした演奏に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、鍵盤楽器やドイツ民謡に親しむ。

きょくの かんじを 生かして えんそうしよう 　こぎつね ○ ○ ○ ○ ○ ○ （フレーズ／
反復／強弱）

創造性を培う

おまつりの 気分で 生き生きと 歌おう 　村まつり ○ ○ ○

いろいろな たいこの 音を 楽しもう ◎日本の たいこ ○ ○

3 〈音の スケッチ〉 (1) 太鼓の音やリズムのつなげ方の特徴に、それらが生み出す面白さなどと関
わらせて気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、設定した条件
に基づいて、即興的に音を選んだりつないだりして表現する技能を身に付け
る。
(2) リズムを聴き取り、その働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、簡単なリズムをつくることを
通して音楽づくりの発想を得る。
(3) 太鼓のリズムをもとに音楽をつくることに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、和太鼓による音楽に親しむ。

おまつりの 音楽を つくろう ☆おまつりの 音楽を つくろう ○ ○ ○ 音色／リズム 音色／リズム 伝統と文化の尊重／創造性
を培う

1

2 ６ 音楽の ながれ (1) 曲想と音色など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、旋律、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 音楽の構造に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、標題音楽やオーケストラの響きに親しむ。

いろいろな 音や せんりつの うつりかわりを 楽しもう ◎そりすべり ○ ○ 音色／旋律
／反復／変
化

音色／旋律
／反復／変
化

創造性を培う

　汽車は 走る ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎しゅっぱつ ○ ○

　ウンパッパ ○ ○ ○

2 ◎ティニックリング ○ ○

　チャチャ マンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公共の精神／創造性を培う

音を　えらんで 合そうする 楽しさを あじわおう

4 ８ みんなの 音楽 (1) 曲想と拍や旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気
持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、互い
の歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 音色や音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想
に合った表現を工夫し、どのように演奏したいかについて思いをもつ。
(3) 曲想を感じ取って歌ったり聴いたりすることに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かして生活を
明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

みぶりを つけて みんなで 歌おう 拍／旋律／
音色／音の
重なり

拍／旋律／
音色／音の
重なり

伝統と文化の尊重／創造性
を培う　　　　　　　　　　　　生
活科との関連も考えられる

3 ７ くりかえしと　かさなり (1) 曲想と速度や反復など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景と
の関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、互いの声や
楽器の音を聴き、声や音を合わせて演奏する技能を身に付ける。
(2) 反復、音の重なり、速度などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いをもった
り、曲の楽しさを見いだして聴いたりする。
(3) 曲想を感じ取って表現する学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、合唱奏に親しむ。

汽車の 走る ようすを 音楽で あらわそう 反復／速度
／音の重なり

反復／速度
／音の重なり

創造性を培う

12

3 ５ おまつりの 音楽 (1) 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った
表現をするために必要な、互いの歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能
を身に付ける。
(2) 音色やリズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、演奏の楽しさを見
いだして聴く。
(3) いろいろな太鼓の音に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、お祭りの音楽に親しむ。

リズム／音色 リズム／音色

4 ４ 音色と リズム (1) 曲想と音色など音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いに合った表現
をするために必要な、音色に気を付けて楽器を演奏する技能を身に付ける。
(2) 音色やリズムなどを聴き取り、その面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の楽しさを見いだし、曲全体を味
わって聴いたり、歌詞に合った音色を工夫し、どのように表すかについて思いを
もったりする。
(3) 楽器の音色やリズムに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、いろいろな打楽器に親しむ。

音色／リズム 音色／リズム 創造性を培う

6



◎マンボ ナンバー ファイブ ○

3

1 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気持ち
との関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、自分の歌
声や発音に気を付けて歌う技能や、階名で模唱したり暗唱したりする技能を身
に付ける。
(2) 旋律などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を工夫し、
どのように歌うかについて思いをもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆春が きた ○ ○ ○ （旋律／リズ
ム）

伝統と文化の尊重

☆みんなの 音楽時計を つくろう ○ ○ ○

◎ウィーンの 音楽時計 ○ ○

　おしゃべり 音楽時計 ○ ○

　ジングルベル ○ ○ ○

◎クリスマス ソング メドレー ○

　あの 青い 空のように ○ ○ ○

　ラララ 歌おう ○ ○ ○

　夏だ！ ○ ○ ○

　やおやの おみせ ○ ○ ○

　アンダルコの 歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　おまつり ワッショイ ○ ○ ○

　ジェットコースター ○ ○ ○

　音楽の おくりもの ○ ○ ○

　さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　みんなで 九九 ○ ○

　ＢＩＮＧＯ 〇 〇

2 　校歌・きみがよ ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 しぜんの うた 　つき／とんぼの めがね／雪 ○ ○ ○ 伝統と文化の尊重／生活科と
の関連

創造性を培う

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連） 英語科・算数科との関連／創
造性を培う／公共の精神

（ぜん校合しょう）

随
時

1 〔クリスマス ソングを 歌おう〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気持ち
との関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、互いの声
や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や速度などを聴き取り、それらの生み出すよさや面白さを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の楽しさを見い
だして聴いている。
(3) 曲想や、歌詞と旋律との関わりを感じ取って聴くことに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、季節や行事に関わる
歌に親しむ。

クリスマス ソングを 歌おう （旋律）

（ショート タイム ラーニング）

公共の精神／創造性を培う

音を　えらんで 合そうする 楽しさを あじわおう

4 〈音の スケッチ〉 (1) 音型の反復について、それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付くとと
もに、思いに合った表現をするために必要な、音楽の仕組みを用いて簡単な音
楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 音楽の縦と横との関係や強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、どのように音を音楽にしていくかについて思いをもったり、自分たちのつ
くった音楽と共通するところや、曲の楽しさを見いだして聴いたりする。
(3) 音型を組み合わせて音楽をつくることに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽の縦と横との関係に親しむ。

みんなの 音楽時計を つくろう 縦と 横との関
係／反復／
強弱

縦と 横との関
係／反復／
強弱

公共の精神／創造性を培う

4 ８ みんなの 音楽 (1) 曲想と拍や旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の表す情景や気
持ちとの関わりに気付くとともに、思いに合った表現をするために必要な、互い
の歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 音色や音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想
に合った表現を工夫し、どのように演奏したいかについて思いをもつ。
(3) 曲想を感じ取って歌ったり聴いたりすることに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かして生活を
明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

拍／旋律／
音色／音の
重なり

拍／旋律／
音色／音の
重なり
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『小学音楽　音楽のおくりもの　３』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

4

随時 〔巻頭教材〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や伴
奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、変化、音色などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞の持つメッセージを歌にのせることに興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽を愛好する心情を育む。

世界の 友だちと 歌で なかよく なろう 　小さな世界 ○ ○ ○ （旋律／音色
／音の重な
り）

公共の精神

　ア ラム サム サム ○ ○ ○

☆〈リズムなかま〉で楽しもう！ ○ ○ ○

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や発音の仕
方に気を付けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら、曲の特
徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆春の小川 ○ ○ ○ （音色／旋
律）

伝統と文化の尊重／創造性
を培う

5 ドレミで歌ったりえんそうしたりしよう 　キラキラおひさま ○ ○ ○ ○ ○

ドレミで楽しく歌おう 　ドレミの歌 ○ ○ ○

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関
わりに気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌
声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、リズム、反復などを聴き取り、その働きが生み出すよさや面白さを感じ
取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴
を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆茶つみ ○ ○ ○ （旋律／拍の
流れ）

伝統と文化の尊重／環境の
保全

どんな 音が するのかな ◎リコーダーは歌う ○

さあ、ふいてみよう！ 　（シの音をふいてみよう） ○

シの音で お話ししよう 　シシシでおはなシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シとラの音で 曲をふこう 　にじ色の風船 ○ ○ ○

☆シラソでリレー ○ ○ ○

　マジカル シラソ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　この山光る ○ ○ ○

7 ◎ホルディリディア ○

創造性を培う

シラソの音で 遊ぼう

2 ２ ひびきのある歌声 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の
仕方に気を付け、自然で無理のない歌い方で歌う技能や、ハ長調の楽譜を見
て歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、音色、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美しさ、面
白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 旋律の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、歌声や合唱の響きに親しむ。

きれいなひびきで生き生きと歌おう 音色／旋律
／変化

音色／旋律
／変化

創造性を培う

6 3
＋毎時

〔こんにちは リコーダー〕 (1) リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、思いや意図に
合った表現をするために必要な、音色や響きに気を付け、互いの音や伴奏を
聴いて音を合わせて演奏する技能や、発想を生かした表現をするために必要
な、設定した条件に基づいて、即興的に音を選んだりつなげたりする技能を身
に付ける。
(2) 音色や旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美しさ、面白さ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲
の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図を
もったり、即興的に表現することを通して音楽づくりの発想を得たり、リコーダー
の演奏のよさを見いだして聴いたりする。
(3) リコーダーで様々な表現をすることに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダーに親しむ。

（音色／旋律
／リズム／問
いと答え／フ
レーズ）

創造性を培う／公共の精神

4 １ 楽ふとドレミ (1) 曲想と音階など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、範唱を聴いたりハ
長調の楽譜を見たりして歌う技能を身に付ける。
(2) 音の重なりや音階などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思
いや意図をもつ。
(3) ハ長調の音階で表現する活動に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、音階や鍵盤楽器に親しむ。

音階／調／
音の重なり

音階／調／
音の重なり
付点２分音符
／付点４分音
符／ト音記号
と五線／小
節・縦線・終
止線／ブレス

創造性を培う

毎時 〔スキルアップ〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、リズムの重なりの特徴に気付くとと
もに、呼吸及び発音の仕方に気を付けて歌う技能や、音楽の仕組みを用いて
音楽をつくる技能を身に付ける。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　 （旋律／縦と
横の関係／リ
ズム／速度）

B 鑑賞 〔共通事項〕（1）に関
する事項歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞（1）

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材名等 題材の目標等 学習のめあて 教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連年間計

60

A 表現
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2 〈音のスケッチ〉 (1) いろいろな声の響きやそれらの組み合わせの特徴、つなげ方や重ね方の特
徴について、それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて気付くとともに、
発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に基づいて、即興的に
声の出し方を選択したり声を組み合わせたりして表現する技能を身に付ける。
(2) 声の高さや長さ、音色、強弱などを聴き取り、それらが生み出すよさや面白
さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即
興的に表現することを通して音楽づくりの発想を得る。
(3) いろいろで声で表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、生活の中の様々な音や音楽に親しむ。

いろいろな声で表げんしよう ☆いろいろな声で表げんしよう ○ ○ ○ 音色／強弱
／呼びかけと
こたえ／音の
重なり

音色／強弱
／呼びかけと
こたえ／音の
重なり

創造性を培う

9

1 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や発音の仕
方に気を付けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、
どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 季節との関わりや曲想に合った表現に興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆うさぎ ○ ○ ○ （旋律） 伝統と文化の尊重

　かえり道 ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆ラドレでリレー ○ ○ ○

　レッツゴー ソーレー ○ ○ ○

せんりつのへん化をきき取りながらバイオリンのえんそうを楽しもう ◎ユモレスク ○ ○ 創造性を培う

せんりつの流れをきき取りながらチェロとピアノの音楽を楽しもう ◎白鳥 ○ ○

10

2 ４ 曲に合った歌い方 (1) 曲想とフレーズなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
に気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声
や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能や、楽器で副次的旋律を演奏する技
能を身に付ける。
(2) 音色、フレーズ、反復や変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲
の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲想を生かして表現する学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組む。

曲に合った歌い方を見つけよう 　森の子もり歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ フレーズ／音
色／反復／
変化

フレーズ／音
色／反復／
変化

創造性を培う

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の
仕方、姿勢に気を付け、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた
表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆ふじ山 ○ ○ ○ （旋律／音
色）

伝統と文化の尊重／環境の
保全                              道
徳化との関連も考えられる

11 ◎日本や世界の子どもの歌 ○ ○

　十五夜さんのもちつき ○

はくの流れにのって歌や遊びを楽しもう 　陽気なかじや ○ ○ ○ ○ ○ ○

12

リズムにのってえんそうしよう 　メロンの気持ち ○ ○ ○ ○

2 〈音のスケッチ〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりに気付くとともに、 発想を生かした表
現をするために必要な、設定された条件に基づいて、伴奏を聴きながら即興的
に音を選択したり、リレーしたりして表現する技能を身に付けている。
(2) 音色、音楽の縦と横との関係、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意
図をもつ。
(3) 曲想を生かして表現する学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、輪唱や、５音をもとにした旋律づくりに親
しむ。

ばんそうに合わせてせんりつをつくろう 　雪のおどり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 縦と横との関
係／音の重
なり／旋律

縦と横との関
係／音の重
なり／旋律

公共の精神、他国の尊重／
創造性を培う

7 ５ 日本と世界の音楽 (1) 曲想とリズムなど音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意図に合っ
た表現をするために必要な、互いの歌声や伴奏を聴き、声を合わせて歌った
り、体を動かしたり、演奏したりする技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズム、拍、速度、呼びかけとこたえ、音の重なりなどを聴き取り、それ
らの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うか
や遊ぶかについて思いや意図をもったり、曲のよさを見いだして聴いたりする。
(3) 日本や世界の歌を聴いたり、体を動かしながら表現したりすることに興味を
もち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本
や諸外国の遊び歌に親しむ。

世界の友だちの歌を楽しもう 拍／旋律／リ
ズム／速度／
呼びかけとこ
たえ／音の重
なり

拍／旋律／リ
ズム／速度／
呼びかけとこ
たえ／音の重
なり

創造性を培う

3 ３ せんりつと音色 (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、旋律、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 旋律の変化を捉えて演奏を聴くことに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、バイオリンやチェロの演奏に親し
む。

旋律／音色
／反復／変
化

旋律／音色
／反復／変
化

毎時 〔めざせ 楽き名人〕 (1) リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、思いや意図に
合った表現をするために必要な、互いの音や伴奏を聴きながら演奏する技能
や、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に基づいて、即興
的に音を選んだりつなげたりする技能を身に付ける。
(2) 音色、旋律、速度などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 旋律の感じを生かしてリコーダーで表現することに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダーに親しむ。

せんりつの感じを生かして歌おう （音色／旋律
／リズム／音
の重なり）
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　せいじゃの行進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎せいじゃの行進 ○

　あくびのうた ○ ○ ○ ○

　冬さん、さようなら ○ ○ ○

2

3 ７ 音楽のききどころ (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、旋律、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 楽器の音色や曲の流れを捉えて聴く学習に興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの響きに親しむ。

楽きの音色や曲の流れをとらえてきこう ◎組曲「アルルの女」から ○ ○ 音色／旋律
／反復／変
化

音色／旋律
／反復／変
化

幅広い知識と教養／創造性
を培う

3

3 ８ 思いに合った表げん (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関
わりに気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌
声や伴奏を聴いて、声や音を合わせて演奏する技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズム、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 声部の役割を意識して演奏することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、１年間の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経
験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

パートをえらんで、みんなでえんそうをくふうしよう 　パフ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （今まで学ん
だものを生か
す）

公共の精神／創造性を培う

2 〈音のスケッチ〉 (1) 打楽器の音の響きやそれらの組合せの特徴について、それらが生み出すよ
さや面白さなどと関わらせて気付くとともに、発想を生かした表現をするために
必要な、設定した条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりし
て表現する技能を身に付ける。
(2) 音色や強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即興的
に表現することを通して、音楽づくりの発想を得る。
(3) 音の響きや組合せを生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に音楽づくりの学習に取り組み、様々な打楽器の音色
に親しむ。

音のひびきや組み合わせを楽しもう ☆音のひびきや組み合わせを楽しもう ○ ○ ○ 音色／強弱 音色／強弱 公共の精神／創造性を培う

2 〔物語の音楽を楽しもう〕 (1) 曲想と音色や旋律など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、旋律、強弱、速度などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさ、面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 物語を音楽が表していることに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育む。

物語の音楽を楽しもう ◎ピーターとおおかみ ○ ○ （旋律／音色
／反復／変
化）

幅広い知識と教養／創造性
を培う

　世界中の子どもたちが ○ ○ ○

　マンガニ、雨とおどろう ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ミッキーマウス マーチ ○ ○ ○

　森のささやき ○ ○ ○

　えんやら ももの木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　音楽のおくりもの ○ ○ ○

　さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　It's a Small World ○ ○ ○

　たんいの歌 ○ ○ ○

2 　校歌・君が代 ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 こころの うた 　あの町 この町／七つの子／まっかな秋 ○ ○ ○ 伝統と文化との関連

（全校合しょう）

（Short Time Learning）

創造性を培う

随
　
時

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連） 創造性を培う／公共の精神
英語科・算数科・理科との関
連

毎時 〔めざせ 楽き名人〕 (1) リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、思いや意図に
合った表現をするために必要な、音色や響きに気を付けて演奏する技能や、互
いの音を聴き、音を合わせて演奏する技能を身に付ける。
(2) 音色、旋律、呼びかけとこたえ、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが
生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関
わりについて考え、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) リコーダーの響きや声部の役割を生かして表現することに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダーや二
重奏・二部合奏に親しむ。

ひびきを大切にしてふこう （音色／呼び
かけとこたえ
／音の重な
り）

1

3 ６ パートの役わり (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意図
に合った表現をするために必要な、互いの楽器の音を聴き、音を合わせて演奏
する技能を身に付ける。
(2) 呼びかけとこたえや音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや
意図をもつ。
(3) 曲想を感じ取って聴く学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、アメリカ民謡や合唱奏に親しむ。

パートの役わりを生かしてえんそうしよう 呼びかけとこ
たえ／音の重
なり

呼びかけとこ
たえ／音の重
なり

公共の精神、他国の尊重／
創造性を培う
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『小学音楽　音楽のおくりもの　４』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

4

随時 〔巻頭教材〕 (1) 曲想と旋律やリズム、反復など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容
との関わりに気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互
いの歌声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズム、反復などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉
えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲の特徴を捉えたり、互いの歌声などを聴き合って表現する活動に興味を
もち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、友達と
表現することの楽しさを感じる。

　ありがとうの花 ○ ○ ○ （旋律／リズ
ム）

　早口 ○ ○ ○

☆早口言葉でラップを楽しもう！ ○ ○ ○

◆さくら さくら ○ ○ ○

◎さくら変そう曲 ○

　ラバーズ コンチェルト ○ ○ ○

5
◎メヌエット ○ ○

◎トルコ行進曲 ○ ○

　メリーさんの羊 ○ ○ ○

はくの流れやせんりつの感じを生かしてえんそうしよう 　エーデルワイス ○ ○ ○ ○ ○ ○

いろいろな歌の表げんを楽しもう ◎ミュージカル「サウンド オブ ミュージック」から ○ ○

6

きき合いながら楽しく歌おう 　プパポ ○ ○ ○

1 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や伴
奏を聴き、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、
どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆まきばの朝 ○ ○ ○ （旋律） 伝統と文化の尊重

創造性を培う

２びょうしを感じて しきをしてみよう

4 ２ ひびきのある歌声 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や副
次的旋律、伴奏を聴いて声を合わせて歌う技能を身に付ける。　
(2) 音色や旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、歌声や旋律
のよさや楽しさを見いだしてミュージカルの音楽を聴く。
(3) いろいろな歌声を聴くことに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取り組み、ミュージカルの音楽に親しむ。

音色／旋律
／フレーズ／
縦と横との関
係

音色／旋律
／フレーズ／
縦と横との関
係
付点８分音符
／16分音符
／シャープ／
ナチュラル／
タイ

創造性を培う／幅広い知識と
教養

6 １ はくとせんりつ (1) 曲想と拍や速度など音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意図に
合った表現をするために必要な、互いの歌声や音、伴奏を聴いて声を合わせ
て歌ったり、楽器を演奏したりする技能を身に付ける。
(2) 拍や旋律、強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもったり、曲のよさを
見いだして聴いたりする。
(3) 拍子の特徴を捉えて表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、いろいろな拍子の音楽に親しむ。

ひょうしのちがいを感じ取り はくの流れにのって歌おう 拍／旋律／
速度／強弱

拍／旋律／
速度／強弱
４分の４拍子
／４分の３拍
子／４分の２
拍子

創造性を培う／国語科との関
連

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音に
気を付けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、音階、音色、反復や変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲
の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもった
り、箏の音楽のよさを見いだして聴いたりする。
(3) 日本のうたをもとにした音楽に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、箏の音楽に親しむ。

（旋律／音階
／音色）

伝統と文化の尊重

毎時 〔スキルアップ〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、リズムフレーズのつなげ方や重ね
方について気付くとともに、呼吸及び発音に気を付けて、自然で無理のない声
で歌う技能や、音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズム、音の重なりを聴き取り、それらが生み出すよさや面白さを感じ
取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲想に
合った表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 言葉の面白さを生かした表現に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、輪唱やボイスアンサンブルに親しむ。

（歌声とリズムのトレーニング） （拍／リズム
／音色／音
の重なり／速
度／強弱）

B 鑑賞 〔共通事項〕（1）に関
する事項歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞（1）

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材名等 題材の目標等 学習のねらい 教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連年間計

60

A 表現
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7

2 〈音のスケッチ〉 (1) 音の動き方の特徴について、それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせ
て気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件に基
づいて、即興的に音を選択したり、組み合わせたりして表現する技能を身に付
ける。
(2) 旋律やフレーズを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即興的に表
現することを通して、音楽づくりの発想を得ている。
(3) 音の動き方を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、旋律やフレーズに親しむ。

音の動き方を生かしてせんりつをつくろう ☆音の動き方を生かしてせんりつをつくろう ○ ○ ○ 旋律／フレー
ズ

旋律／フレー
ズ

　ハロー サミング ○ ○ ○

　「もののけ姫」から ○ ○ ○

ひびきを大切にして歌い方をくふうしよう 　ゆかいに歩けば ○ ○ ○

9

せんりつの特ちょうを生かして歌おう ◆とんび ○ ○ ○

10

3 ４ かけ合いと重なり (1) 曲想と、呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、呼びかけとこたえ、音の重なり、旋律、反復、変化を聴き取り、それら
の働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え、曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 楽器の響きやかけ合いなどの面白さを捉えて聴く学習に興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの響
きに親しむ。

かけ合いや重なりのおもしろさを味わおう ◎「水上の音楽」から アラ ホーンパイプ ○ ○ 音色／旋律
／呼びかけと
こたえ／反復
／変化／音
の重なり

音色／旋律
／呼びかけと
こたえ／反復
／変化／音
の重なり

創造性を培う／幅広い知識と
教養

11

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりに気
付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や副
次的な旋律、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係を聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想、声部の役割を生かして表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたや二部合
唱に親しむ。

◆もみじ ○ ○ ○ (旋律／縦と
横との関係／
音色)

（全休符〈発
展〉）

伝統と文化の尊重／環境の
保全

　ソーラン節 ○ ○ ○

◎ソーラン節 ○

☆おはやしづくりにチャレンジ ○ ○ ○

◎秩父屋台ばやし／◎葛󠄀西ばやし ○ ○

◎サムルノリ／◎サンバの音楽 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　朝の歌 ○ ○ ○ ○
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サンバのえんそうを楽しもう 　おどれサンバ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 〈音のスケッチ〉 (1) 様々な音階の響きの特徴について、それらの生み出すよさや面白さなどと
関わらせて気付くとともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した
条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能を
身に付ける。
(2) 旋律や音階などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや、音階による旋
律の雰囲気の違いを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり
について考え、即興的に表現することを通して、音楽づくりの発想を得る。
(3) 音階をもとにして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、日本の旋律に親しむ。

音階をもとにして音楽をつくろう ☆音階をもとにして音楽をつくろう ○ ○ ○ 音階／旋律 音階／旋律 幅広い知識と教養／創造性
を培う

伝統と文化の尊重／郷土を
愛する／他国の尊重

おはやしのリズムを楽しもう

世界に伝わるいろいろなリズムや歌を楽しもう

6 ５ 日本と世界の音楽 (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意
図に合った表現をするために必要な、呼吸や発音に気を付けて、自然で無理
のない歌い方で歌う技能や、発想を生かした表現をするために必要な、設定し
た条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能
を身に付ける。
(2) 旋律や音色、リズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の
特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかや演奏するかについて思いや意
図をもったり、音楽のよさを見いだし、味わって聴いたりする。
(3) 我が国や諸外国に伝わるいろいろな音楽の特徴や、人々の暮らしとの関わ
りに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組
み、生活の中から生まれた多様な音楽に親しむ。

伝えられてきた歌を楽しもう 旋律／音色
／呼びかけと
こたえ／リズ
ム／反復／
音の重なり／
拍

旋律／音色
／呼びかけと
こたえ／リズ
ム／反復／
音の重なり／
拍
くり返し記号

創造性を培う

4 ３ 曲に合った歌い方 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わり、曲想と歌詞の内容との関わりに気付
くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や発音に気を
付けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現を
工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

旋律／音色
／フレーズ／
呼びかけとこ
たえ／強弱

旋律／音色
／フレーズ／
呼びかけとこ
たえ／強弱
スタッカート／
クレシェンド
／デクレシェ
ンド

創造性を培う

毎時 〔めざせ 楽器名人〕 (1) リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、思いや意図に
合った表現をするために必要な、音色や響きに気を付けて、互いの音や副次
的な旋律、伴奏を聴き、音を合わせて演奏する技能及びサミングの技能を身に
付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係を聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 高い音をきれいに響かせることに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダーの二重奏、二部合奏に親し
む。

サミングにちょう戦しよう （音色／旋律
／縦と横との
関係）
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1

3 ６ パートの役わり (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意図
に合った表現をするために必要な、音色に気を付け、互いの音を聴いて、音を
合わせて演奏する技能を身に付ける。
(2) フレーズや音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出す
よさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思
いや意図をもつ。
(3) 曲想や声部の役割を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、タンゴの音楽や合奏に親し
む。

パートの役わりを生かして生き生きとえんそうしよう 　ラ クンパルシータ ○ ○ ○ フレーズ／強
弱／縦と横と
の関係

フレーズ／強
弱／縦と横と
の関係

創造性を培う／公共の精神

3 ７ 音楽のききどころ (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色、旋律、反復、変化、強弱、速度などを聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに
ついて考え、曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 曲想とその変化を捉えて聴く学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの響きに親しむ。

曲の流れを感じ取り、全体を味わってきこう ◎ノルウェー舞曲 第２番 ○ ○ 旋律／速度
／強弱／音
色／反復／
変化／調

旋律／速度
／強弱／音
色／反復／
変化／調

創造性を培う／幅広い知識と
教養

3

2 ８ 思いに合った表げん
選択B 歌唱

(1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わり、曲想と歌詞の内容との関わりに気付
くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や伴奏
を聴き、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 音色や旋律、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 声を合わせて歌うことに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、１年間の学
習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かして生
活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

気持ちを合わせて美しいひびきでえんそうしよう 　グッデー グッバイ ○ ○ ○ （今まで学ん
だものを生か
す）

3 〈音のスケッチ〉 (1) フレーズなどのつなげ方や重ね方の特徴について、それらの生み出すよさ
や面白さに関わらせて気付くとともに、音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能
を身に付ける。
(2) フレーズ、呼びかけとこたえ、音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それら
の働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え、どのようにまとまりを意識した音楽をつくるかについ
て思いや意図をもったりして表現を工夫する。
(3) 役割を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、音楽の縦と横との関係に親しむ。

役わりをもとに音楽をつくろう ☆役わりをもとに音楽をつくろう ○ ○ ○ フレーズ／呼
びかけとこた
え／縦と横と
の関係

フレーズ／呼
びかけとこた
え／縦と横と
の関係

幅広い知識と教養／創造性
を培う

2 〔いろいろな歌声を楽しもう〕 (1) 曲想と、歌声や旋律など音楽の構造との関わりに気付く。
(2) 音色や旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美しさ、面白さ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、演
奏のよさを見いだして聴く。
(3) いろいろな歌声の特徴を捉えて音楽を聴くことに興味をもち、音楽活動を楽
しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、歌劇の音楽に親しむ。

いろいろな歌声を楽しもう ◎歌げき「魔笛」から ○ ○ （音色／旋
律）

幅広い知識と教養／創造性
を培う

随時 〔ことのみりょく〕 (1) 箏の音色と演奏の仕方との関わりに気付くとともに、音色や響きに気を付け
て、演奏する技能を身に付ける。
(2) 箏の音色を聴き取り、その働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現
を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 箏に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に
取り組み、我が国の楽器や音楽に親しむ。

　さくら さくら ○ ○ （音色／旋
律）

伝統と文化の尊重／幅広い
知識と教養

　半月 ○ ○ ○

　沖永良部の子もり歌 ○ ○ ○

　北風こぞうの寒太郎 ○ ○ ○

　まきばの こうし ○ ○ ○

　飛べよツバメ ○ ○ ○

　カルーヨ ○ ○ ○

　魔法のすず ○ ○ ○

　札幌の空 ○ ○ ○

随
時

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連） 幅広い知識と教養／創造性
を培う／公共の精神             
                英語科との関連

（今まで学ん
だものを生か
す）

〇 〇 〇

2

2 ８ 思いに合った表げん
選択A 器楽

(1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりに気付くとともに、思いや意図に合っ
た表現をするために必要な、互いの音や伴奏を聴き、音を合わせて演奏する技
能を身に付ける。
(2) 音色や旋律、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図を
もつ。
(3) 音を合わせて演奏することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、１年間
の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

気持ちを合わせて美しいひびきでえんそうしよう 　遠き山に日は落ちて
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　音楽のおくりもの ○ ○ ○

　さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　I Love the Moutains ○ ○ ○

　Sakura Sakura ○ ○ ○

2 　校歌・君が代 ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 きせつの うた 　どこかで春が／みかんの花さくおか／里の秋 ○ ○ ○ 伝統と文化の尊重

（Short Time Learning）

随
時

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連） 幅広い知識と教養／創造性
を培う／公共の精神             
                英語科との関連

（全校合唱）
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『小学音楽　音楽のおくりもの　５』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

4

随時 〔巻頭教材〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部
の歌声や伴奏、全体の響きを聴いて、自然で無理のない、響きのある歌い方で
歌う技能を身に付ける。
(2) 音色、旋律、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽を愛好する心情を育む。

 　夢色シンフォニー ○ ○ ○ （旋律／音色） 創造性を培う／公共の精神

　花のおくりもの ○ ○ ○

　クラップ フレンズ ○ ○ ○

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や
発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を
身に付ける。
(2) 旋律、リズム、強弱などを聴き取り、それらの生み出すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴に
ふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆こいのぼり ○ ○ ○ （旋律／リズム） 伝統と文化の尊重

低音のはたらきを感じ取って演そうしよう 　茶色の小びん ○ ○ ○ ○ ○

和音のはたらきを感じ取ろう 　（和音のひびきに合わせてポーズをしてみよう。） ○

和音や低音のはたらきを感じ取って演そうしよう 　こきょうの人々 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 〈音のスケッチ〉 (1) 和音と旋律の関わり、旋律のつなげ方の特徴について、それらの生み出す
よさや面白さなどと関わらせて理解するとともに、思いや意図に合った表現をす
るために必要な、音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 旋律や和音の響きなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音を
音楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつく
るかについて思いや意図をもつ。
(3) 和音と旋律との関わりや、和音に合わせて旋律をつくることに興味をもち、
音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、ハ長調の主
要三和音に親しむ。

和音に合わせてせんりつをつくろう ☆和音に合わせてせんりつをつくろう ○ ○ ○ 旋律／和音のひ
びき／反復／変
化

旋律／和音のひ
びき／反復／変
化

◎いろいろな合唱 ○ ○ ○

6 　花 ○

7

表現をくふうしてきき合いながら歌い合わせよう 　ハロー・シャイニング ブルー ○ ○ ○

創造性を培う／幅広い知識と
教養

6 ２ アンサンブルのみりょく〈合
唱〉

(1) 曲想と声の重なる響きなど音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との
関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要
な、各声部の歌声や伴奏、全体の響きを聴いて、自然で無理のない、響きのあ
る歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 音の重なりや音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、それぞれの形態の合唱の響きや演奏のよさを見いだして聴いたり、
曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図を
もったりする。
(3) いろいろな形態の合唱の響きや、自分たちで工夫して表現することに興味
をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、合
唱に親しむ。

合唱のひびきをきき比べよう 音色／音の重な
り／縦と横との関
係／強弱

音色／音の重な
り／縦と横との関
係／強弱

(旋律／音色／強
弱／音の重なり)
フォルテ／メッゾ・
フォルテ／メッゾ・
ピアノ／ピアノ／
アクセント／速度
記号

創造性を培う／公共の精神

5

4 １ 和音や低音のはたらき (1) 曲想と音の重なりや和音の響きなど音楽の構造との関わりについて理解す
るとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、ハ長調の楽譜を見
て歌ったり演奏したりする技能を身に付ける。
(2) 音の重なりや和音の響きなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をも
つ。
(3) 和音や低音の働きに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組み、ハ長調の主要三和音に親しむ。

音の重なり／音
階／調／和音の
ひびき

音の重なり／音
階／調／和音の
ひびき
ヘ音記号／くり返
し記号・番かっこ・
2番かっこ／ハ長
調の主な和音／
ハ長調の音階

創造性を培う

毎時 〔スキルアップ〕 (1) 曲想とフレーズや強弱など音楽の構造との関わりについて理解するととも
に、呼吸及び発音の仕方に気を付けて歌う技能や、拍に合わせ全体の響きを
聴いて演奏する技能を身に付ける。
(2) 音色、フレーズ、音楽の縦と横との関係,リズムや強弱を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや美しさ、面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どの
ように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 強弱を意識して表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、輪唱や手拍子によるリズムアンサンブルに
親しむ。

（歌声とリズムのトレーニング） (旋律／音色／強
弱／音の重なり)

B 鑑賞 〔共通事項〕（1）に関する事
項歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞（1）

教育出版　2024年5月

扱
い
月

題材名等 題材の目標等 学習のねらい 教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連年間計

50

A 表現
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毎時 〔めざせ 楽器名人〕 (1) 曲想とフレーズなど音楽の構造との関わり、リコーダーの音色と演奏の仕方
との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために
必要な、各声部の音や全体の響きを聴いて、音を合わせて演奏する技能を身
に付ける。
(2) 音色やフレーズ、拍、音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらのよさや
美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思い
や意図をもつ。
(3) 声部のかけ合いや重なりを生かして表現することに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダーアンサンブル
に親しむ。

かけ合いや重なりを生かして演そうしよう 　星笛 ○ ○ ○ （拍／フレーズ／
縦と横との関係）

拍／フレーズ／
縦と横との関係
８分の６拍子／ス
ラー／（全休ふ
〈発展〉）

創造性を培う

9

3 ３ アンサンブルのみりょく〈オー
ケストラ〉

(1) 曲想と楽器群の響きなど音楽の構造との関わりについて理解する。
(2) 音色、音の重なり、旋律、反復、変化などを聴き取り、それらのよさや美しさ、
面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え、曲や演奏のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 楽器群の響きや作品の背景に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの音楽に親しむ。

オーケストラのひびきを楽しもう ◎組曲「カレリア」から「行進曲風に」 ○ ○ 音色／音の重な
り／旋律／反復
／変化

音色／音の重な
り／旋律／反復
／変化

1 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わり, 曲想と歌詞の内容との関わりについ
て理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び
発音に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を身に付
ける。
(2) 旋律、強弱などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表
現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 言葉の抑揚や曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本の歌曲に親しむ。

　赤とんぼ ○ ○ ○ （旋律／強弱） 伝統と文化の尊重

2 ４ パートの役わり (1) 曲想と拍など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりについ
て理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部の
楽器の音や全体の響き、伴奏を聴いて、音を合わせて演奏する技能を身に付
ける。
(2) 拍やフレーズ、音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらのよさなどを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をも
つ。
(3) 曲の特徴にふさわしい表現をすることに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、フォルクローレの音楽に親しむ。

パートの役わりや曲の特ちょうを生かして演そうしよう 　風とケーナのロマンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 縦と横との関係／
フレーズ／拍

縦と横との関係／
フレーズ／拍

創造性を培う

10 ◆子もり歌 ○ ○ ○

◎会津磐梯山／音戸の舟歌 ○ ○

　こきりこ節 ○ ○ ○ ○ ○

11

　谷茶前 ○ ○ ○

せんりつの特ちょうや音の重なりを生かして歌おう 　地球の向こう側の君へ ○ ○ ○

12

拍の流れにのって表情豊かに歌おう ◆冬げしき ○ ○ ○

2 〈音のスケッチ〉 (1) 多様な声の響きやそれらの組合せの特徴について、それらの生み出すよさ
や面白さと関わらせて理解するとともに、発想を生かした表現をするために必要
な、設定した条件に基づいて、即興的に声を選択したり組み合わせたりして表
現する技能を身に付ける。
(2) 音色、音の重なり、強弱などを聴き取り、その面白さを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即興的な表現を通して音
楽づくりの様々な発想を得たり、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつく
るかについて思いや意図をもったりする。
(3) 詩をもとにしていろいろな声で表現することに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽に対する感性を育む。

いろいろな声で音楽をつくろう ☆いろいろな声で音楽をつくろう ○ ○ ○ 音色／音の重な
り／強弱

音色／音の重な
り／強弱

創造性を培う／国語科との関
連

1

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部
の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、リズム、反復、変化などを聴き取り、そのよさを感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表
現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲想を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆スキーの歌 ○ ○ ○ （旋律／音色／
音の重なり／強
弱）

伝統と文化の尊重

4 ６ 豊かな表現 (1) 曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
について理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼
吸及び発声の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う
技能を身に付ける。
(2) 旋律や拍などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさなど感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい
表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲の特徴にふさわしい表現をする活動に興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、合唱曲や日本のうたに親しむ。

旋律／音の重な
り／強弱／拍／リ
ズム

旋律／音の重な
り／強弱／拍／リ
ズム

創造性を培う

4 ５ 日本の音楽 (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解するとともに、
思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音に気を付けて歌
う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色、音の重なり、拍などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意
図をもったり、演奏のよさを見いだして聴いたりする。
(3) 我が国に伝わる音楽の特徴や、人々の暮らしとの関わりについて興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、多様な
音楽やその表現に親しむ。

わたしたちの国に伝わる歌や声の表現を楽しもう 旋律／音色／拍 旋律／音色／拍
フラット

伝統と文化の尊重／他国の
尊重

せんりつの感じを生かして民ようを歌おう
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3 ７ 音楽のききどころ (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりについて理解する。
(2) 旋律、反復、変化、呼びかけとこたえなどを聴き取り、そのよさや面白さを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲のよさ
を見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 曲の特徴を見いだしながら聴くことに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの響きに親しむ。

曲のおもしろいところを見つけてきこう ◎つるぎのまい ○ ○ 旋律／反復／変
化／呼びかけとこ
たえ／速度

旋律／反復／変
化／呼びかけとこ
たえ／速度

創造性を培う／幅広い知識と
教養

気持ちを合わせて、きき合いながら演そうしよう 　ルパン三世のテーマ ○ ○ ○

言葉を大切にしながら、気持ちをこめて歌おう 　君をのせて ○ ○ ○

◎クラッピング ミュージック ○ ○

3

☆レッツゴーのリズムをずらして遊ぼう ○ ○ ○

◎ピアノ五重そう曲「ます」第4楽章 ○ ○

　ます（歌曲） ○

◎長唄「越後獅子」から　ほか ○ ○

　「かりかり わたれ」から ○ ○

　心から心へ ○ ○ ○ ○ ○

　川はだれのもの？ ○ ○ ○

　大切なもの ○ ○ ○

　レッツゴー!! ライダーキック ○ ○ ○

　ゆき ○ ○ ○

  音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○ ○ ○

　さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　Auld Lang Syne ○ ○ ○

　Michael, Row the Boat Ashore ○ ○ ○

2 　校歌・君が代 ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 山田耕筰・中田喜直のうた 　ペチカ／星とたんぽぽ／待ちぼうけ／ちいさい秋みつけ
た

○ ○ ○ 伝統と文化の尊重

創造性を培う／公共の精神／
外国語との関連

（全校合唱）

（Short Time Learning）

創造性を培う／幅広い知識と
教養

随時 〔しの笛のみりょく〕 (1) 篠笛の音色と演奏の仕方との関わりについて理解するとともに、音色や響き
に気を付けて、篠笛を演奏する技能を身に付ける。
(2) 篠笛の音色や奏法の特徴を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美しさ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲
の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図
をもったり、演奏のよさを見出して聴いたりする。
(3) 篠笛の音色や特徴に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、我が国の楽器やその音楽に親しむ。

（音色／旋律） 創造性を培う／幅広い知識と
教養

随
時

3 〔変そう曲を楽しもう〕 (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて理解する。
(2) 旋律、音楽の縦と横との関係、変化などを聴き取り、それらの生み出すよさ
や美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴く。
(3) 変奏曲に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活
動に取り組み、室内楽に親しむ。

変そう曲を楽しもう （旋律／音色／
縦と横の関係／
強弱／速度）

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連）

創造性を培う／公共の精神

2 〈音のスケッチ〉 (1) 反復するリズムのつなげ方や重ね方の特徴について、それらの生み出すよ
さや面白さと関わらせて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするため
に必要な、音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) リズムや、音楽の縦と横との関係などを聴き取り、そのよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったことと感じ取ったことの関わりについて考え、音を音楽へと
構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかにつ
いて思いや意図をもつ。
(3) リズムのずれの面白さを生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽
しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、インターロッキングの音楽
に親しむ。

ずれの音楽を楽しもう 縦と横との関係／
リズム

縦と横との関係／
リズム

創造性を培う／幅広い知識と
教養

2

3
（選択）

８ 思いをこめた表現 (1) 曲想と音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりについて理解
するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部の音や全
体の響きを聴いて、自然で無理のない歌い方で歌う技能や音を合わせて演奏
する技能を身に付ける。
(2) 音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの生み出すよさや美しさ、面
白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏したり歌ったりするかにつ
いて思いや意図をもつ。
(3) 音や声を合わせて演奏することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、1
年間の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生
かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。 

（今まで学んだも
のを生かす）
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『小学音楽　音楽のおくりもの　６』年間指導計画
扱い時数

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ア イ

4

随時 〔巻頭教材〕 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部
の歌声や全体の響き、 伴奏を聴いて、自然で無理のない、響きのある歌い方
で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫して、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽を愛好する心情を育む。

　つばさをください ○ ○ ○ （旋律／反復／
変化／音の重な
り）

創造性を培う／公共の精神

毎時 〔スキルアップ〕 (1) 曲想と、旋律や音楽の縦と横との関係など音楽の構造との関わりについて
理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や発音
の仕方に気を付けて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意
図をもつ。
(3) 声が重なる面白さや美しさなどに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活動に取り組み、輪唱の音楽に親しむ。

（歌声とリズムのトレーニング） 　ワイ バンバ ○ ○ ○ （音色／縦と横の
関係／拍／リズ
ム）

創造性を培う

2+毎時 〈音のスケッチ〉 (1) リズムのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生み出すよさや面白
さなどと関わらせて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必
要な、音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) リズム、  強弱、 速度などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音
を音楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつ
くるかについて思いや意図をもつ。
(3) 言葉をもとにしてリズムで表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リズムアンサンブルに親しむ。

言葉をもとにリズムで遊ぼう ☆言葉をもとにリズムで遊ぼう ○ ○ ○ 音色／拍／リズム
／反復／音の重
なり／強弱／速
度

音色／拍／リズム
／反復／音の重
なり／強弱／速
度

5

2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及
び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、 響きのある歌い方で歌う技
能を身に付ける。
(2) 旋律やリズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわ
しい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や旋律の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆おぼろ月夜 ○ ○ ○ （旋律／リズム） 伝統と文化の尊重

　マルセリーノの歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ハンガリー舞曲 第5番 ○ ○

演奏による表現のちがいをきき取ろう ◎交響曲第5番「運命」第1楽章から ○ ○

思いや意図を大切にしながら、みんなで表現を工夫しよう 　ぼくらの日々 ○ ○ ○

7

毎時 〔めざせ 楽器名人〕 (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや、リコーダーの音色と演奏の
仕方との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部の音や全体の響きを聴いて、音を合わせて演奏する技能
を身に付ける。
(2) 旋律やフレーズなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美しさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をも
つ。
(3) 声部の役割や全体の響きを生かして表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、リコーダー・アンサン
ブルに親しむ。

たがいのパートをきき合って演奏しよう 　The Sound of Music ○ ○ ○ （縦と横との関係）

調／音階／和音
のひびき／変化
／反復

創造性を培う

6

5 ２ アンサンブルのみりょく (1) 曲想と強弱など音楽の構造との関わりについて理解するとともに、思いや意
図に合った表現をするために必要な、各声部の歌声や伴奏、全体の響きを聴
きながら歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や美しさ、面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思
いや意図をもつ。
(3) 演奏者の思いを感じ取って聴くことに興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケストラの音楽に親しむ。

速度／強弱／旋
律／縦と横との関
係

速度／強弱／旋
律／縦と横との関
係

創造性を培う

3 １ 短調のひびき (1) 曲想と調など音楽の構造との関わりについて理解するとともに、思いや意図
に合った表現をするために必要な、ハ長調やイ短調の楽譜を見て、歌ったり演
奏したりする技能を身に付ける。
(2) 調、和音の響き、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ
取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴
にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもった
り、曲のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴いたりする。
(3) 長調と短調の響きの違いに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取り組み、音楽に対する感性を育む。

せん律やひびきの変化をとらえて演奏しよう 調／音階／和音
のひびき／変化
／反復

B 鑑賞 〔共通事項〕（1）に関する事
項歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞（1）

教育出版　2024年2月

扱
い
月

題材名等 題材の目標等 学習のねらい 教材名
◆共通教材　◎鑑賞　☆音楽づくり

学習指導要領の内容との関連（例）

教育基本法との対照
／他教科等との関連年間計

50

A 表現
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2 〈にっぽんのうた みんなのうた〉 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸や
発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を
身に付ける。
(2) 旋律や強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい
表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本のうたに親しむ。

◆われは海の子 ○ ○ ○ （旋律） 伝統と文化の尊重

せん律を組み合わせて声のひびき合いを楽しもう 　ロック マイ ソウル ○ ○ ○

　カノン ○ ○ ○

9 ◎カノン ○ ○

10

3 ４ 音楽のききどころ (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて理解する。
(2) 音色や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、そのよさや美しさ、面白さを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲のよさ
などを見いだして聴く。
(3) 楽器同士の関わり合いや、曲の特徴を捉えて聴くことに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、バイオリンとピアノ
のアンサンブルに親しむ。

二つの楽器の関わりやひびき合いを楽しもう ◎バイオリンとピアノのためのソナタ 第4楽章 ○ ○ 旋律／音色／反
復／変化／縦と
横との関係／呼
びかけとこたえ

旋律／音色／反
復／変化／縦と
横との関係／呼
びかけとこたえ

創造性を培う／幅広い知識と
教養

〈選択A／歌唱〉
せん律の動きや強弱を生かしながら表情豊かに歌い合わ
せよう

〈選択A／歌唱〉
　明日を信じて

○ ○ ○

11

〈選択B／器楽〉
楽器を選んでアンサンブルを楽しもう

〈選択B／器楽〉
　L-O-V-E

○ ○ ○

2 〈音のスケッチ〉 (1) 和音と旋律との関わりや、和音や旋律のつなげ方の特徴について、それら
の生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解するとともに、発想を生かした表
現をするために必要な、設定した条件に基づいて、即興的に旋律を変化させて
表現する技能を身に付ける。
(2) 和音の響きや旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即興的な表現
を通して音楽づくりの様々な発想を得る。
(3) 和音と旋律との関わりや、繰り返す和音進行をもとに即興的に表現すること
に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組
み、循環コード(繰り返す和音進行)の音楽に親しむ。

じゅんかんコードをもとにアドリブで遊ぼう ☆じゅんかんコードをもとにアドリブで遊ぼう ○ ○ ○ 和音のひびき／
旋律

和音のひびき／
旋律

創造性を培う／幅広い知識と
教養

世界のいろいろな声の表現や楽器のひびきを楽しもう ◎世界の声の音楽／世界の楽器のひびき ○ ○

12 　チャウェ チチョー チェム チェロ ○ ○ ○

　ウェンセスラスはよい王様 ○ ○

日本の楽器の音色を味わってきこう ◎春の海 ○ ○

1

雅楽のせん律を味わって歌おう ◆越天楽今様 ○ ○ ○ ○ ○ ○

曲にこめられた思いを感じ取り、みんなの歌声で表そう ◆ふるさと ○ ○ ○

A Take Me Home, Country Roads ○ ○ ○ ○

3
（AB選択）

８ 思いをこめた表現 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部
や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色などを聴き取り、それらのよさを感じ取りながら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、
どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲想を捉えて表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、1年間
の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

（今まで学んだも
のを生かす）

創造性を培う／公共の精神
英語科との関連

盛り上がりを生かし、心をこめて演奏しよう

4 ７ 日本の音楽 (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて理解するとともに、思
いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音に気を付けて、自
然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、音色、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、
曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴いたり、曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌うかや演奏するかについて思いや意図をもったりする。
(3) 我が国に伝わる音楽や楽器に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組み、日本の音楽に親しむ。

音色／旋律／速
度／反復／変化
／音の重なり

音色／旋律／速
度／反復／変化

伝統と文化の尊重

4 ６ 世界の音楽 (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解するとともに、
思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部の声や音、全体の響
き、伴奏を聴いて、声や音を合わせて演奏したりする技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色、音の重なり、拍などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌ったり演奏したりする
かについて思いや意図をもったり、演奏のよさを見いだして聴いたりする。
(3) 諸外国に伝わる音楽の特徴や、それらと人々の暮らしとの関わりについて興
味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、
多様な音楽やその表現に親しむ。

音色／音の重な
り／リズム／縦と
横との関係／フ
レーズ

伝統と文化の尊重／他国の
尊重

リズムにのって世界の音楽を楽しもう

3 ５ 豊かな表現 (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関
わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、
各声部や全体の響き、伴奏を聴き、声を合わせて歌ったり、演奏したりする技能
を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
や美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意
図をもつ。
(3) 声部の役割や、曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、ジャズをもとにした音
楽や器楽合奏に親しむ。

縦と横との関係／
旋律／強弱／音
色／リズム／反復
／呼びかけとこた
え

縦と横との関係／
旋律／強弱／音
色／リズム／反復
／呼びかけとこた
え
全休符

創造性を培う／公共の精神

4 ３ せん律のひびき合い (1) 曲想と旋律や音の重なりなど音楽の構造との関わりについて理解するととも
に、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部や全体の響きを聴き
ながら演奏する技能を身に付ける。
(2) 音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや美し
さを感じ取りながら、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏する
かについて思いや意図をもつ。
(3) 旋律の重なりや響きを味わいながら表現することに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、多声音楽に親しむ。

縦と横との関係／
強弱／音の重な
り／反復／拍

縦と横との関係／
強弱／音の重な
り／反復／拍

創造性を培う／公共の精神

せん律の動きや重なりをきき合って演奏しよう
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2 B　さようなら ○ ○ ○

☆役割を決めて音階をもとにした音楽をつくろう ○ ○ ○

3 ◎前奏曲 第１集から「帆」 ○ ○

2 〔ジャズとクラシック音楽の出合
い〕

(1) 曲想と、旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解する。
(2) 旋律やリズム、音色、呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり
について考え、曲や演奏のよさや楽しさを見いだして聴く。
(3) ジャズとクラシックが融合した音楽に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習活動に取り組み、ピアノとオーケストラによる音楽に親し
む。

◎ラプソディー イン ブルー ○ ○ （音階／音色／
音の重なり等）

創造性を培う／幅広い知識と
教養

　語りあおう ○ ○ ○ ○ ○

　すてきな友達 ○ ○ ○

　今、生きている！ ○ ○ ○

　未来への賛歌 ○ ○ ○

　あおげばとうとし ○ ○ ○

　花は咲く ○ ○ ○

　世界の約束 ○ ○ ○

　八木節 ○ ○ ○

　野にさく花のように ○ ○ ○

　音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○ ○ ○

  さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（Short Time Learning） 　Climb Ev'ry Mountain ○ ○ ○

2 　校歌・君が代 ○ ○ ○ 公共の精神

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 滝廉太郎のうた   荒城の月／箱根八里 ○ ○ ○ 伝統と文化の尊重

創造性を培う

随
時

〔音楽ランド〕 （各題材の発展や補充、行事や他教科との関連） 創造性を培う／公共の精神
英語科との関連

（全校合唱）

3 〈音のスケッチ〉 (1) 音階や、フレーズのつなげ方や重ね方の特徴を、それらの生み出すよさや
面白さなどと関わらせて理解するとともに、発想を生かした表現をするために必
要な、設定した条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして
表現する技能や、音楽の仕組みをもとに音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 音階や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、即
興的な表現を通して音楽づくりの様々な発想を得たり、どのように全体のまとま
りを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもったり、曲のよさを見いだ
して聴いたりする。
(3) 役割や音階の面白さを生かして表現することに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、全音音階や黒鍵だけの五
音音階に親しむ。

役割を決めて音階をもとにした音楽をつくろう 音階／縦と横との
関係

音階／縦と横との
関係

3
（AB選択）

８ 思いをこめた表現 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部
や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色などを聴き取り、それらのよさを感じ取りながら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、
どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 曲想を捉えて表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、1年間
の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

（今まで学んだも
のを生かす）

創造性を培う／公共の精神
英語科との関連

盛り上がりを生かし、心をこめて演奏しよう
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